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■「図書の貸し出し」


　月、水、木の中休みと昼休みに、貸し出しと返却を行っています。開放図書館のボランティアさんと一緒に、図書委員の児童がカウンター業務を行っています。今年度から、利用割り当てを無くし、どの学年いつでも利用ができるようになりました。


■「休み時間の本の閲覧」


　開放図書館がお休みの火・金曜の休み時間には、図書委員の児童が図書館を開館してくれるので、図書館で好きな本を読んで過ごすことができます。


■「読み聞かせ会」


　休み時間に不定期でボランティアさんが読み聞かせをしてくれています。夏には、ランチルームを暗くし、怖い話を読む「納涼読み聞かせ会」もあり、大盛況でした。


■「図書委員会によるスタンプラリー」


　読書週間に合わせ、10月いっぱい取り組


みました。期間中、一回本を借りるとスタン


プを押し、5回たまるとしおりのプレゼント


、10回たまると先着20名に冬休み図書を


もう1冊借りれるチケットをプレゼントしま


した。たくさんの人が図書館に通って本を借


りてくれました。





読書センターとしての機能














■「朝読書活動」


毎朝、8時30分～40分の10分間は、朝読書の時間です。朝から静かに本を読むことで、落ち着いた一日のスタートを過ごしています。


■「教科書に載っている本」のコーナー新設


　教科書改訂に合わせて、国語や道徳の


教科書に載っている本をたくさん入荷し、


学年ごとにまとめて配架しました。


手に取りやすく、興味も持ってもらい


やすいよう工夫しています。





情報センターとしての機能











■「寄託図書」


　東光小学校では、読書週間に合わせて寄託図書を借りています。みんなで同じ本を読むことによって本の感想交流なども生まれています。


■「選本へのかかわり」


　図書委員会の児童が購入希望図書をカタログで選びました。子供による自治的な活動の一つとして取り組み、図書館運営に関わっている実感を高めるをねらっています。





実施期間【10／14～10／24】





おっほんシート





学習センターとしての機能





札幌市立東光小学校





【読書】キャラクター「おっほん」





学びの基盤となる【読書】





札幌らしい特色ある学校教育








